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UNAIDS/WHO推計値に関する解説 

 

 本文書中に記載されているUNAIDS/WHO推計値は、世界各国のHIV流行拡大に関する最新の入手

可能な情報に基づいています。しかしながらこの情報は暫定的なものです。UNAIDS/WHOは、各国の

国家エイズプログラムおよび調査研究機関の専門家と協同して、流行拡大に関する新たな知識が入

手され次第、より改善された推計値算出方法を用いて、定期的に推計値を改訂・更新しています。この

ような状況と今後の知識・算出方法等の進歩を鑑みれば現時点での推計値は、過去の推計値、およ

び、今後発表される推計値と単純に比較できるものではありません。 

 グラフ・表に使用されている推計値・データは、端数を繰り上げた数値を利用しています。しかしなが

ら、率(パーセント)・地域合計を算定する際は、端数を繰り上げない数値で計算しています。したがって、

全世界合計値と、各地域合計値の総計との間に若干の食い違いがあります。 

 UNAIDS/WHOは、各国・協力機関・専門家と今後も情報資料収集のために協働を続けていきます。

この協働の目的は、可能な限り最良の推計値を公表することです。この推計値は、各国政府・NGO・そ

の他の団体および個人が、流行拡大の現状を把握する際に、および予防・ケアに関する多大な努力の

効果を評価する際に有用なものです。 

 



「HIV/AIDS最新情報（AIDS epidemic update）」年報は、世界のHIV/AIDS
流行拡大の最新の進行状況の報告です。 2005年版は地図・地域概要とともに、

流行拡大の影響の範囲と人的犠牲の程度に関する最新の評価を提供し、流行拡

大の展開状況の新しい様々な傾向を探究しています。さらに HIV 予防 につい

ての特別考察を特徴としています。 
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